
 

 

 

別表１ 

「通常の営農行為等」（第３関係） 

 

１ 盛土の高さの考え方 

  盛土の高さは、盛土をする前後の地盤面の標高の差（表土の補充の高さと嵩上げ盛土の高さ

の合計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 通常の営農行為に該当する範囲 

（１）営農基準以下の盛土の高さの農地改良等の場合 

   営農基準の高さまでの作物を栽培する範囲に加えて、畦畔、のり面等を含めた範囲 

 

ア 畑の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 水田の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1m以内の 

必要な高さ 

現況面 

改良後の畑面 
道路Ａ 

道路Ｂ 

のり面 

道路Ａ 

道路Ｂ 

現況面 

嵩上げ盛土の高さ 

表土の補充の高さ 
(剥ぎ戻し表土を含む) 

表土 

改良後の畑面 

地盤面の 

標高の差  表土 

1m以内の 

必要な高さ 

現況面 

道路Ａ 

道路Ｂ 畦畔 畦畔 

通常の営農行為の範囲 

改良後の水田面 

通常の営農行為の範囲 



 

 

 

 

（２）営農基準を超える盛土の高さの農地改良等の場合 

   畦畔、法面等を除いた、営農基準の高さまでの作物を栽培する範囲 

 

ア 畑の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 水田の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のり面 

1mまで 

道路Ａ 

道路Ｂ 

改良後の畑面 

現況面 

通常の営農行為の範囲 
地盤面の 

標高の差 

通常の営農行為の範囲 

畦畔 畦畔 

1mまで 

道路Ａ 

道路Ｂ 

通常の営農行為の範囲 
地盤面の 

標高の差 

現況面 

改良後の水田面 

通常の営農行為の範囲 


